
　
６
月
10
日
・
11
日
の
両

日
、
東
京
駅
八
重
洲
中
央

口
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
「
Ｄ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
　
Ｗ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
・
山
陽
路
の
旅
」
と

題
し
た
観
光
展
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
津

山
市
観
光
大
使
の
押
阪
忍

さ
ん
が
登
場
。
積
極
的
に

津
山
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

「
津
山
市
出
身
の
総
理
大

臣
は
？
」
「
津
山
市
出
身

の
著
名
な
男
優
は
？
」
な
ど
、

津
山
の
「
顔
」
に
つ
い
て

ク
イ
ズ
を
出
題
。
さ
ら
に
、

来
春
ま
で
行
わ
れ
る
津
山

城
築
城
４
０
０
年
記
念
事

業
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
押
阪
さ
ん
が
登
場
中
、

巧
み
な
話
術
に
会
場
は
終

始
和
み
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

　
さ
く
ら
ま
つ
り
や
築
城

４
０
０
年
の
ポ
ス
タ
ー
が

は
ら
れ
た
会
場
で
は
、
「
よ

み
が
え
る
津
山
城
」
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ス
の
映
像
も
放
映

さ
れ
、
足
を
止
め
て
見
入

る
通
勤
途
中
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
押
阪
さ
ん
は
、
今
後
大

阪
で
行
わ
れ
る
観
光
と
物

産
展
に
も
観
光
大
使
と
し

て
参
加
さ
れ
る
予
定
で
す
。

食
中
毒
と
同
じ
方
法
で

食
中
毒
と
同
じ
方
法
で�

予
防
で
き
ま
す

予
防
で
き
ま
す�

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
と
き
は
、�

早
め
に
医
師
の
診
断
を

早
め
に
医
師
の
診
断
を�
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腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
（
Ｏ
１
５

７
）
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市

健
康
増
進
課
3
32
‐
２
０
６
９
、
ま
た
は

津
山
保
健
所
3
23
‐
０
１
１
１
へ
ど
う
ぞ
。�

О
１
５
７�腸

管
出
血
性
大
腸
菌
と
は
？�

①
帰
宅
時
、
調
理
前
、
食
事
前
な

①
帰
宅
時
、
調
理
前
、
食
事
前
な

ど
に
は
十
分
に
手
洗
い
を
す
る

ど
に
は
十
分
に
手
洗
い
を
す
る

②
調
理
器
具
は
食
材
ご
と
に
使
い

②
調
理
器
具
は
食
材
ご
と
に
使
い

分
け
、
清
潔
な
器
具
を
使
う

分
け
、
清
潔
な
器
具
を
使
う

③
食
材
は
よ
く
洗
い
、
十
分
に
加

③
食
材
は
よ
く
洗
い
、
十
分
に
加

熱
す
る

熱
す
る

④
冷
蔵
庫
で
温
度
管
理
を
す
る

④
冷
蔵
庫
で
温
度
管
理
を
す
る

⑤
調
理
後
は
早
め
に
食
べ
る

⑤
調
理
後
は
早
め
に
食
べ
る

⑥
生
鮮
食
品
や
調
理
後
の
食
品
は

⑥
生
鮮
食
品
や
調
理
後
の
食
品
は

冷
蔵
庫
で
保
存
し
、
時
間
が
た

冷
蔵
庫
で
保
存
し
、
時
間
が
た

ち
過
ぎ
た
食
品
は
捨
て
る

ち
過
ぎ
た
食
品
は
捨
て
る

⑦
乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
抵
抗
力

⑦
乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
抵
抗
力

の
弱
い
人
は
、
肉
・
レ
バ
ー
な

の
弱
い
人
は
、
肉
・
レ
バ
ー
な

ど
の
生
食
を
控
え
る

ど
の
生
食
を
控
え
る

⑧
井
戸
水
は
生
の
ま
ま
飲
ま
な
い

⑧
井
戸
水
は
生
の
ま
ま
飲
ま
な
い

食
中
毒
と
同
じ
方
法
で�

予
防
で
き
ま
す�

　
お
も
な
初
期
症
状
は
「
腹
痛
」

　
お
も
な
初
期
症
状
は
「
腹
痛
」

「
下
痢
」
な
ど
で
、
さ
ら
に
進
む

「
下
痢
」
な
ど
で
、
さ
ら
に
進
む

と
水
溶
性
血
便
に
な
り
ま
す
。

と
水
溶
性
血
便
に
な
り
ま
す
。

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
と
き
は
、�

早
め
に
医
師
の
診
断
を�

注
意
す
る
こ
と�
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
に
注
意�

　
県
内
で
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染

症
の
患
者
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
今
回
は
高
齢
者
の
発
症
が
多�

く
、
な
か
に
は
重
症
例
も
見
ら
れ
ま
す
。�

　
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
暑
い
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。�
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東
京
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〜
観
光
大
使
の
押
阪
忍
さ
ん
〜�

　
大
腸
菌
の
多
く
は
人
や
動
物
の

腸
内
に
す
ん
で
い
て
、
一
般
的
に

は
病
気
の
原
因
に
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
О
１
５
７

に
代
表
さ
れ
る
腸
管
出
血
性
大
腸

菌
は
、
強
力
な
毒
素
を
作
り
、
腹

痛
や
血
便
な
ど
の
症
状
を
起
こ
す

だ
け
で
な
く
、
乳
幼
児
や
高
齢
者

な
ど
抵
抗
力
の
弱
い
人
は
、
貧

血
・
尿
毒
症
を
併
発
し
て
命
に
か

か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
菌
は
、
家
畜
の
腸
内
に
い

る
こ
と
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

路
を
経
て
食
品
や
水
を
汚
染
し
、

感
染
の
原
因
に
な
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
衛
生
面
に

配
慮
し
、
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
お
も
な
初
期
症
状
は
「
腹
痛
」

「
下
痢
」
な
ど
で
、
さ
ら
に
進
む

と
水
溶
性
血
便
に
な
り
ま
す
。

①
帰
宅
時
、
調
理
前
、
食
事
前
な

ど
に
は
十
分
に
手
洗
い
を
す
る

②
調
理
器
具
は
食
材
ご
と
に
使
い

分
け
、
清
潔
な
器
具
を
使
う

③
食
材
は
よ
く
洗
い
、
十
分
に
加

熱
す
る

④
冷
蔵
庫
で
温
度
管
理
を
す
る

⑤
調
理
後
は
早
め
に
食
べ
る

⑥
生
鮮
食
品
や
調
理
後
の
食
品
は

冷
蔵
庫
で
保
存
し
、
時
間
が
た

ち
過
ぎ
た
食
品
は
捨
て
る

⑦
乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
抵
抗
力

の
弱
い
人
は
、
肉
・
レ
バ
ー
な

ど
の
生
食
を
控
え
る

⑧
井
戸
水
は
生
の
ま
ま
飲
ま
な
い


